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        3 月の予定

委員会              3 月   6 日

聖週間             3 月 24 日 ～
復活の日中ミサ        3 月 27 日
ヨゼフ会、マリア会例会   3 月 20 日

－ ４ － － １ －

広報  なかわだ

『私たち教会には、驚くべき特徴がいくつかあります。たとえば、使徒パウロの残した手紙の

ことばを読むと、特質のひとつに気がつくことができます。すなわち、パウロが挨拶をするとき、

「○○○○＜たとえば、コリント＞にある神の教会へ」（一コリント 1.2）というように、必ず宛

先の信者に向かって伝え始めます。つまり、パウロにとって、中和田教会もいわゆる『泉区の教会』

ではなく、『泉区にある教会』と名づけて呼ぶしかないということになります。古代教会の仲間

たちが「わたしたちが『カトリコス＝ katholikos』だからこそ」そのように言いたいと考えたに

違いありません。

カトリック（＝普遍）という教会の特徴は、使徒信条を唱えるすべてのキリスト者（プロテス

タント、聖公会、正教会を問わず）が誇りを持って同じく宣言します。ギリシア語を公用語とし

て使っていた初代教会の人々は、katholon（一般に）とか、holos（全体）という単語を組み合わ

せて「カトリック」として信者集会のあり方を明確にしました。ですから、中和田教会をはじめ、

地域教会、部分教会でありながらも、やはり世界教会そのものとして歩んでいると言うほかない

ことになります。そうです。中和田教会は、たとえどこにいても、全てのキリスト信仰者にも、

全ての人にも関わろうとしています。なぜなら、全ての人が人間らしく生き、神さまの喜びへ向

かって歩めることを信じているからです。信徒、修道者も、そして司祭また司教も、みんなが全

世界のためにいるという状況になるのですね。

さて、このグルニエは、間もなく泉区中和田にある教会から旭区二俣川にある同じ教会へ移る

ことになりました。そちらの方にあっても、皆さんにも関わろうというやり方を活かし、人生の

歩みを続けて行こうと思っています。

聖霊ご自身にこそ、そういった動き方がありますので、安

心して聖霊の交わりの中で互いに心を合わせていきましょう。
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＜ 2 月 6 日 ( 日 )  10 名出席 ＞
1. 1/30 信徒総会無事終了、ご苦労様でした

2. 2/6 開催される聖クリストファー教会との合同礼拝
献金はスマトラ島大地震に (日本キリスト教協議会経由）

3. 信徒総会の反省
種々反省事項、意見に皆で耳を傾け真摯に対応する

4. グルニエ神父様叙階 30 周年祝い、二俣川教会転任の送別
3 月 27 日の復活祭パーティに併せて行うことに決定
2/13 に霊的花束など呼びかける

5. 2/6 をもって伊藤神学生が中和田教会での研修終了
名古屋にすぐ帰られる由。送別等別途状況をみて対応

6. スマトラ沖大地震
献金計 10 万円をカリタス ・ ジャパン経由送る

7. 小谷さんご提案のお聖堂レイアウト変更の件
井上委員にお母さん方との検討をお願いする
子ども部屋、朗読者の座る席等課題は典礼研修会後検討

8. 新任主任司祭への説明
教会運営規定、総会資料をベースに説明
葬儀マニュアル : 神父様が常駐されない場合見直し要
説明日時は別途調整

9. 復活祭関連確認事項
準備するもの：　復活祭＝オメラー、蝋燭（手配済）、

洗礼式＝メダイ、蝋燭、聖書
パーティ：　行事委員が中心で検討、　会場はお聖堂
準備はどうするか？：　今年度予算の範囲をメドに

運営、持ち寄りも歓迎する
酒類はヨゼフ会が準備
2/26-27：グルニエ神父様が名古屋 (JOC) に行かれる　

→ 2/27 ごミサは林神父が代行される
4/23：　2 時～ 5 時に共同司牧協議会の懇談会が中和

田教会で開催（約 30 名の見込み）
10. 竹内委員のお見舞い     状況：   1/30 に委員長がお見舞

い、お元気だった。2/6 現在、既に退院されている
11. 教会の備品の棚下ろし必要（甲斐さん）

別途リスト用意して手分けして行なう。

＜ 2 月 20 日 ( 日 )　30 名出席 ＞
1. 委員会報告
2. マリア会関係
C 地区鈴木矩子さんが退会されました。移転先原宿教会
お茶、お煎餅の申込みを受け付けました。次回は 4 月
平成 17.1.23 付でフマニタス慈善協会後援会よりお礼

状がきました。
復活祭パーティーではマリア会として寄付をする旨

了解を得ました。

マリア会会則については皆さんのご意見を基に見直
し、3 月に案を持って再検討することになりました。
今後のマリア会活動への要望として、ボランテァ活動

の充実、遠足の復活等の御意見が出ましたが、これを
基に福祉面、文化面で親睦を図れるよう役員でも検討

3. その他
行事リーダー山本さん : 行事活動に協力して下さる

方の募集及び仕事内容、任期等についての話し合い。
例会後復活祭パーティー準備について話し合う。
岩崎さん : 3 月 11 日 ( 金 ) チャリティー映画「永遠の

マリアカラス」関内ホール  2:30、6:30　申し込み受
け付けます。
阿部 ( 寿 ) さん : 2 月 12 日 ( 土 ) 「花と典礼」と題し

て勉強会がありました。
【次回例会は 3 月 20 日 ( 日 ) 当番は D 地区】

 ＜ 2 月 20 日 ( 日 )  12 名出席 ＞
【1】 3/27 復活祭関連事項確認 :
ごミサ終了後パーティを御聖堂で開催。サロンは行わず。
このパーティはグルニエ神父様叙階 30 周年記念と、

二俣川教会転任の送別を兼ねる。
ヨゼフ会は飲み物 ( アルコール類 ) の準備を担当。

【2】 ヨゼフ会のあり方と活動内容に関する議論 (1 月の続き )：
現在の課題の認識を中心に闊達な議論が行われまし

た。そのいくつかを記します。
・ 教会内部の個々の要素には素晴らしいものが多いが、
それらが響き合って盛り上がることが少ない。 この点がい
かにも惜しい。 例えれば水車がもう少しで水面に着いて
回り出すのに、 着くまでに至っておらず、 これが若者の
心に響かない要因でもあるのでは。

・ 教会活性化には、 慌てずそして 『辛抱』 と 『忍耐』 が必要
・ 鮭も生まれた川に戻ってくる。 静かにしていれば戻ってく
るのでは。

・ しかしながら 『厳しさ』 （『怖さ』 ではなく ) を持っている
ことが必要

・『召命は家庭から』と認識すべし。 皆親を見て育っていく。
・形は飲み会でも何でも良くて、 語り合う機会があればきっ
かけが生まれていく。

・ 『何でも良いから、 教会の仕事をひとつやろう』 と呼び
かけたらどうか。 　例えば、 少しでもミサ開始の前に教会
に来れば出来ることがある。

・ それぞれの年代で、 教会の中で役割を得ることは、 喜
びにも繋がる。

・ 未信者だが、 教会に来ると気持ちが静まると言う方もいる
以上なような議論を、例会の場で更に重ねて『動き』

に繋げたいと思います。ご協力を宜しくお願い申し
上げます。

月/日 第一朗読者 第二朗読者 共同祈願 奉   納 オルガン 侍   者 先唱者 準備係

3 /  6 冨  田 上 野 (明) 冨  田 冨  田 ・ 清  水 保  科 石 井 (拓)・ 永田 小野寺 松 下 ・ 松 尾 (し)

3 /13 岩  渕 石   崎 ・ 内   田 束  原 花 坂 ・ 大 原
3 /20 山  田 松  田 阿  部 (映) 山  田 ・ 七  浦 森  田 石 井 (大)・ 下 迫 (佳) 福  島 井 上 ・ 大 宮
3 /27 井  上 丸  田 井  上 井  上 ・ 町  田 保  科 萩  原 中 谷 ・ 青 柳
4 /  3 小  谷 小  野 小  谷 小  谷 ・ 中  村 (幸) 岩  渕 石   崎 ・ 石 井 (つ)   大  宮 下 村 ・ 松 下
4 /10 森  田 石 井 (大)・ 永   田 冨  田 中 谷 ・ 青 柳
4 /17 宮  崎 永  田 大  宮 宮  崎 ・ 横  塚 保  科 石 井 (拓)・ 内   田 清  水 井 上 ・ 大 原
4 /24 森  田 町  田 森  田 森  田 ・ 位  田 岩  渕 石 原 (知)・ 森 脇 (佳) 竹  内 大 宮 ・ 松 尾

ミ  サ  当  番  表       (2005 年３～４月 )

ヨゼフ会だより

マリア会だより

委員会だより
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お 知 ら せ

要理の子どもたちの伊藤神学生への感謝のことば

＜伊藤神学生へ。   たいへんお世話になりました。 ありがとう！＞

美底  沙織	 ・ ・ ・		 会えなくなるとさみしいです。 すてきな神父様になってください。 またいつか会いましょう。

森脇  真美	 ・ ・ ・		 ありがとうございました。 また会えるといいね。

石井  拓真	 ・ ・ ・		 たった１年でしたけど、 よかったです。 また会いましょう。 健康に気をつけてください。

石原  未来	 ・ ・ ・		 いつも遊んでくれてありがとう！　どこかへ行ってもお元気で！　また会いましょう。

石井  築雄	 ・ ・ ・		 たった１年間だけだったけど、 どうもありがとうございました。 健康でいてください。

石井　    霞		 ・ ・ ・		 ありがとう。

石崎  雄太	 ・ ・ ・		 伊藤さんのおかげでキリストのことがよくわかりました。 中学校へ行ってもがんばります。
		 	 	 	 	 	 	 	 	 ありがとうございました。

石井  大河	 ・ ・ ・		 伊藤さんのいるときは、 とても楽しかったです。 元気でいてください。

森脇  留美	 ・ ・ ・		 また会えるといいね！　おならはよい思い出になりました。（ぜったいに忘れない）

石原  知世	 ・ ・ ・		 健康に気をつけて、 とくに食べ過ぎには注意してください。

美底  夏織	 ・ ・ ・		 いつも遊んでくれてありがとうございました。 また会えたらいいなと思います。

竹 内  廣 治

＜司祭への召命は、その誕生から完成までのすべての歩みが、教会共同体と共にあるこ
とを忘れてはならない      （東京カトリック神学院養成指針より）＞

＊会議および行事

（ 1 月）第 5 地区一粒会委員会（1/14　大船教会）
・ 指導司祭　山本師講話「主の呼びかけにサムエルはハイと答えた」
・ 第 5 地区平成 15 年度会計報告

（収入）繰越金 ・ 補助金 28,550　（支出）通信費 ・ 印刷費 12,120　（残金）16,430
・ 本年度計画：祈りのリレーおよび地区版「一粒会だより」の継続
・ 新旧委員紹介

（ 3 月）臨時第 5 地区一粒会委員会（3/26　大船教会）
・ 新指導司祭　久我師着任挨拶と講話「教会は神から発せられた社会」
・ 地区版一粒会だよりの原稿募集　テーマ：外国宣教者会、修道会のあれこれ
・ 各教会における一粒会の活動状況発表　⇒　小教区の枠を越えた交わりが望ましい

（ 3 月）高野新司祭叙階式（3/20　沼津教会）
（ 5 月）伊藤大有神学生、使徒職活動のため中和田教会に派遣される（'04.5.8 ～ '05.2.13）
（ 8 月）夏期召命錬成会（小 5 ～中 3 ・ 男子）が裾野市の聖心会山の家で開催（8/2 ～ 5）され、石井拓真君と石井

大河君が参加。
（ 8 月）  5 月に原宿教会をスタートした「祈りのリレー」が、中和田教会に託され、8 月中の主日のミサの共同祈

願に「召命を求める祈り」を加えて祈った。
（ 9 月）横浜教区第 37 回一粒会大会開催（9/23　二俣川教会）　テーマ：召命を求めて

中和田教会からは神父様はじめ 5 名が参加。
（10 月）第 5 地区版「一粒会だより」発行（グルニエ神父様のケベック会についての記事掲載）
（11 月）東京神学院ザベリオ祭（11/23）に神父様はじめ信徒、要理学校生徒など 10 名が訪問。

全員ミサに参加、院内見学をする。伊藤神学生大いに頑張る。
（11 月）第 5 地区一粒会委員会（11/17　大船教会）

・ 指導司祭 ・ 久我師講話「4 年に一度の司祭大会に出席。横浜教区の活動の活発さが印象深い。啓発された思
いがする」

・ 本部委員会報告（「一粒会だより」に掲載）
・ 次年度の予定　⇒　「祈りのリレー」と地区版「一粒会だより」発行を継続、充実を図る。

テーマは、外国へ派遣されている聖職者の動向など
・ 東京カトリック神学院養成指針をテキストとして信徒も学ぶべきと考え、実施に向けて努力する。

（その他）
・ 東京神学院の現況　⇒　本年度の在学生は 41 名（内、横浜教区出身は 7 名）
・ 2005 年度一粒会大会は、第 7 地区担当で、カリタス女子短期大学（あざみ野）が予定されている。

「過越の食事」体験記
岩 崎  好 愛

1 月 30 日、信徒総会がすんだあと、私たちは、伊藤神学生の典
礼勉強会に参加している仲間のみなさんが企画した「過越の食事」
を体験する催しに参加しました。

イスラエルの民のエジプト脱出を記念して、すでにイエスの時
代に祝われていた過越の祝い。最後の晩餐でキリストと弟子たち
が摂られた「過越の食事」を、福音書と研究に基づいて再現して
くださったのです。

まず、給仕役の奉仕者によって、カバーで覆われた 3 枚の " 種
なしパン " と、過越の犠牲を記念する " 脛の骨 " と " ゆで玉子 "、
それにハロセトと呼ばれる " 和え物 "（りんご、アーモンド、干
しぶどう、シナモン）とカルパスと呼ばれる " 青物 "（パセリ、
セ ロ リ な ど ）、        

" 苦菜 " を載せた大皿が家の主人（今回は神父様）の前に置
かれます。

以後、3 回に分けて参加者にぶどう酒が注がれ、その間、
ゆかりの聖書の部分が朗読されたり詩編を歌ったり、また主
への賛美を捧げながら、順次食事をいただきました。最後に
過越の子羊としてマトンの焼いたものが出て、喜びのうちに、
楽しい会話を交えながらのひとときを過ごしました。

私たちは、ミサを通して、いつもこのような主を囲む食卓
に招かれているのです。私たちは、新しいいのちをキリスト
と共に生きているのです。その思いを深く実感させていただ
きましたことを、この催しを企画し、実行してくださった方々
に感謝申しあげます。

平成 16 年度　横浜第 5地区一粒会報

  洗礼志願者　　共同体へようこそ !

2 月 13 日 ( 日 ) 合同入信志
願式 ( 藤沢教会 ) にて洗礼
志願者となられました。

石原  知世 (ちせ ) さん

石原  未来 (みく ) さん

 四旬節黙想会と「ゆるしの秘跡」3 月 12 日 ( 土 )

2 時～  黙想会 ( 汚れなきマリア修道会・Sr. 山田 )

3 時～  ゆるしの秘跡 ( 作道神父様、グルニエ神父様、他 )

4 時～  四旬節第 5 主日ミサ

 枝の主日ミサ

3 月 20 日 ( 日 )　午前 9 時

 聖週間と復活祭の日程   （3 月 24 日～ )

24 日聖木曜日 (主の晩餐の夕べのミサ )	 午後 8 時

25 日聖金曜日 (主の受難の祭儀 )　　	 午後 8 時

26 日聖土曜日 (復活の聖なる徹夜祭 )	 午後 7 時

27 日復活の日中ミサ　　　　　　　	 午前 10 時

(ミサ後パーティーの中で、グルニエ神父様叙
階 30 周年お祝いと送別会を併せて行ないます )


